

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標

主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	みつけた　みつけた
	2時間
話す・聞く
	◆絵を見て気づいたことや思ったこと，想像したことなどを話す。

1 三つの場面のそれぞれについて，「○○を見つけた」「△△で，□□を見つけた」と気づいたことを話す。

2 教科書の絵と自分たちの教室を比べて気づいたことを話したり，一年生になってやってみたいことなどを話し合う。
	【関】話すための材料を見つけようとしている。

【話】友達や先生に見つけたことや思ったことを話したり，友達の話を親和的に聞いたりしている。

【言】見つけたことや思ったことを言葉に表している。
	(1) Aア
伝国イ(ア)

(2) Aイ

	
	おはなし　きかせて
	2時間
話す・聞く
	◆興味をもって読み聞かせを聞く。

1 教材の絵から，自分の知っている昔話について発表し合う。

2 絵本の読み聞かせを聞いて感想を交流する。


	【関】昔話や神話・伝承に興味をもち，読み聞かせに耳を傾けている。

【話】話の内容に興味をもって読み聞かせをしている。

【言】昔話や神話・伝承の読み聞かせを聞いて感想を述べている。
	(1) Aエ
伝国ア(ア)



	
	はきはき　あいさつ
	2時間
話す・聞く
	◆場面や相手に応じて挨拶や返事をする。

1 教材の絵を見て，誰がどんな言葉遣いで挨拶や返事をしているかを想像して発表し合う。

2 二人組でいろいろな役になって挨拶や返事をし，そのときの気持ちを確かめ合う。
	【関】場面や相手に応じた挨拶や返事をしようとしている。

【話】場面による挨拶の違いや，相手に応じた言葉遣いの違いに気づき，気持ちのよい挨拶をしている。

【言】挨拶の言葉がもつ儀礼や敬意，親愛，応答のはたらきに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aウ

	
	わたしの　なまえ
	5時間
書く
	◆自分の名前を平仮名で表し，友達と交換しながら楽しく話す。

1 「ひらがなのひょう」（P125）から自分の名前に使われている文字を見つけ，言葉集めをする。

2 自分の名前を用紙に書いて名刺を作る。

3 名刺交換会を行い，友達と楽しく話をする。
	【関】自分の名前を文字に表すことを楽しんでいる。

【書】自分の名前を丁寧に文字に書き表し，感想を伝え合っている。

【言】自分の名前を正しく書き，友達の名前を読んでいる。
	(1) Bオ
伝国ウ(ア)

(2) Bエ

	
	くちの　たいそう
	2時間
話す・聞く
	◆姿勢や口形，声の大きさに気をつけて発音し，みんなと声を合わせることを楽しむ。

1 おなかに手をあてて，元気に「あいうえお」を唱え，「あいうえお」の口形を知る。

2 いろいろな声の出し方で「あいうえお」を唱えたり，口形から音を当てるゲームを楽しんだりする。
	【関】みんなと声を合わせることを楽しみながら，はっきりと発音しようとしている。

【話】口形や姿勢，声の大きさなどに気をつけて発音している。

【言】平仮名は，一文字が一音節（拍）に対応する文字であることに気づいている。
	(1) Aウ
伝国イ(イ)



	
	あいうえおで　はじまる　ことば
	2時間
伝国
	◆「あいうえお」を正しい書き方で書き，言葉集めをする。

1 「あいうえお」の平仮名を正しく書く。

2 「あ」行から始まる二文字の言葉を探す。また，一文字ずつ増やしながら三文字の言葉・四文字の言葉を探して，声に出して読む。


	【関】教室や家の中にある物を想起し，あ行がはじめにつく言葉を探している。

【言】集めた言葉の最初につく「あいうえお」の平仮名を正しく書いている。

【言】平仮名は，一文字が一音節（拍）に対応する文字であることに気づいている。
	(1) 伝国イ(イ)
伝国ウ(ア)

	
	ことば　みつけ
	2時間
伝国
	◆身近にあるものを平仮名で正しく書く。

1 九文字の平仮名を並べて，たくさんの言葉を見つける。

2 鉛筆で教材の線をなぞり，絵の中の言葉を平仮名で丁寧に書く。
	【関】身の回りのものを平仮名で書き表そうとしている。

【言】読み方や書き方に気をつけて，平仮名を正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	五月
	わたしの　すきな　もの
	5時間
話す・聞く
	◆自分の好きなものについて話題を決め，わかりやすく伝える。

1 二人組で好きな動物について伝え合う。

2 動物以外の好きなもので話し合う。

3 自分が特に好きなものを選んで，先生に話す。

4 グループに分かれ，理由もつけて好きなものを紹介したり，質問したりすることを楽しむ。
	【関】進んで話す話題を決め，友達や先生の話す内容を興味をもって聞こうとしている。

【話】自分が好きなものを理由も添えてわかりやすく話したり，友達や先生の話す内容について質問したりしている。

【言】言葉で表すことによって，自分が好きなものやその理由を他の人に伝えることができることに気づいている。
	(1) Aア
伝国イ(ア)

(2) Aエ



	
	゛や　゜が　つく　ことば
	2時間
伝国
	◆濁音・半濁音・撥音を含んだ言葉の読み方を理解し，正しく表記する。

1 教材文を調子よく読んで，゛や゜がつくと言葉の意味が変わることを確かめる。

2 濁音や半濁音，撥音などを含む言葉で，しりとりやなぞなぞなどをして言葉集めをする。
	【関】清音・濁音・撥音の読み方の違いを理解し，これらを含んだ言葉を見つけようとしている。

【言】濁音・半濁音・撥音を含んだ言葉を正しく書いている。
	(1) 伝国イ(エ)



	
	ちいさい　っが　つく　ことば
	2時間
伝国
	◆促音を含んだ言葉の読み方を理解し，正しく表記する。

1 手で拍子を取りながら，声に出して読み，「っ」の大切さや必要性を理解する。

2 促音を含む短い文をノートに書いて発表し合う。
	【関】促音を含む言葉を集めようとしている。

【言】拍を意識して促音を含む言葉を読んでいる。

【言】促音を含む言葉を正しく読み，文中等で適切に表記している。
	(1) 伝国イ(イ)
伝国イ(エ)



	
	ひともじ　かえて
	2時間
伝国
	◆文字を組み合わせて言葉を作り，言葉が事物の内容を伝えていることを理解する。

1 声に出して読み，一文字変えることで，言葉が別の意味に変わることを理解する。

2 教材文にならって，「ひともじかえて」の遊びをし，言葉を集める。
	【関】「ひともじかえて」のルールを理解し，楽しんで，さまざまな言葉を集めようとしている。

【言】文字（音節）の組み合わせで，事物の内容や経験を伝える言葉のはたらきに気づいている。
	(1) 伝国イ(ア)



	
	にくを　くわえた　いぬ
	6時間
読む
	◆語のまとまりに気をつけて音読し，犬の気持ちを想像して物語を楽しむ。

1 音読し，友達と感想を交流し合う。

2 犬の心の中を想像して，二回の「わん。」の違いについて考えたことを交流する。

3 二回の「わん。」に注意して，犬の気持ちを動作と声で表現する。
	【関】話の展開を想像しながら，教師や友達の読み聞かせを聞いている。

【読】絵や教材文から，犬の気持ちを想像して，お話を読んでいる。

【言】古くから日本に伝えられてきた物語を読んで，考えたことを交流している。

【言】文章の中で使われている句読点や会話文で使われているかぎのはたらきに気づいている。
	(1) Cア
伝国ア(ア)
伝国イ(オ)

(2) Cア



	
	ひらがなの　ひょう
	2時間
伝国
	◆五十音表の仕組みを知り，全てのひらがなを読み，書く。

1 五十音表を繰り返し縦（行）や横（段）に読んで覚える。

2 五十音表の中から動物や食べ物の言葉を探して書く。
	【関】「ひらがなのひょう」から，さまざまな言葉を見つけようとしている。

【言】「ひらがなのひょう」の仕組みを知り，全てのひらがなを読み，書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	のばす　おんが　ある　ことば
	2時間
伝国
	◆長音を意識してひらがなを正しく書いたり読んだりする。

1 教材の詩を声に出して読んで，直音と長音の違いを確かめる。

2 「あ・い・う」段の言葉の長音は，それぞれ「あ・い・う」をつけることを知り，長音の言葉集めをする。

3 「え」「お」の長音の仕組みを知り，長音の言葉集めをする。
	【関】身近な生活場面の中から，長音のつく言葉を探し，適切に書こうとしている。

【言】「え」段の長音の発音の仕方や，「お」段の表記の仕方に気をつけながら，文の中で適切に書いたり，読んだりしている。
	(1) 伝国イ(エ)



	六月
	ちいさい　ゃゅょがつく　ことば
	2時間
伝国
	◆拗音を意識してひらがなを正しく書いたり読んだりする。

1 教材の例文を読み，拗音・拗長音の読み方や書き方を理解する。

2 拗音の表を使って，拗音の言葉を集め，読んだり書いたりする。
	【関】身近な生活場面の中から，拗音のつく言葉を探し，適切に書こうとしている。

【言】ますの右上の位置に，小さい「ゃ」「ゅ」「ょ」を書くことを知り，文の中で適切に書いたり，読んだりしている。
	(1) 伝国イ(エ)



	
	あいうえおにぎり
	2時間
読む
	◆リズムやオノマトペのおもしろさを感じながら，さまざまなやり方で楽しく音読する。

1 教材の詩を，教師や友達と，行で分けて読む，上下で分けて読む，オノマトペを取り立てて読む，動作を入れて読むなど，さまざまなやり方で楽しく音読する。

2 教材の詩の好きな行を視写する。

3 自分が好きな食べ物に変えたり，オノマトペを変えたりしたものを音読して発表し合う。
	【関】詩のもつリズムやオノマトペのおもしろさに気づき，楽しんで音読しようとしている。

【読】詩のリズムや「あいうえお」などの型を生かしながら，自分なりの詩を作り，音読を楽しんでいる。

【言】五十音表の仕組みに気づきながら，ひらがなを読み，書いている。
	(1) Cア
伝国ウ(ア)

(2) Cア

	
	わたし，まるこ
	4時間
伝国
	◆関係の見方の違いによって人の呼称が変わることを理解する。

1 教材文を読み，人の呼び方には，いろいろな種類があることを知る。

2 家族も含め，自分の生活を支えている人をノートなどに書き出す。

3 自分の生活を支えてくれている人を，教材文の文型にならって文章化し，発表する。
	【関】自分の生活を振り返り，自分の家族やふだん世話になっている人を進んで想起しようとする。

【言】教材文の文型にならって自分の周囲の人間を整理しながら，同じ人間でも，さまざまな関係の中で表す言葉が変わることに気づいている。
	(1) 伝国イ(ア)



	
	かいて　つたえよう
	12時間
書く
	◆楽しかったことや見つけたことを手紙に書いて，伝えたい人に伝える。

1 二つの作文（見たこと・したこと）を読んで，誰に，どんなことを伝えているか話し合う。

2 誰に，どんなことを伝えたいか発表し合う。

3 教材の作文例や板書をもとに，原稿用紙の使い方を確かめる。

4 原稿用紙に，相手の人と，伝えたいことを短く丁寧に書く。

5 大事なことが落ちていないか，句読点は落ちていないかなどを確かめてから，伝えたい人に届ける。

6 どんなことを，誰に，書いて伝えたかや，届けたとき相手の人はどう言ってくれたかを発表し合う。
	【関】学校生活や家庭生活を想起し，楽しかったことや見つけたことを，誰かに伝えようとしている。

【書】伝えたいことを短く原稿用紙に書き，仮名遣いや句読点などの表記を見直している。

【言】文の中で，長音，拗音，促音，撥音などを正しく表記している。

【言】文の中で，句読点を正しく使っている。

【言】平仮名を正しく書いている。
	(1) Bア
伝国イ(エ)
伝国イ(オ)
伝国ウ(ア)

(2) Bオ



	
	どうぞの　いす
	8時間
読む
	◆絵や文章から登場人物の気持ちを想像したり，音読したりすることを楽しむ。

1 どんなときに「どうぞ」という言葉が使われているか出し合い，「どうぞ」のあとにいろいろな言葉がつくことに気づく。

2 題名から想像したことを発表する。

3 登場人物の気持ちを想像しながら，「誰が」「どうした」の照応関係に注意して読む。

4 「どうぞなら…」のところを読む人と，地の文を読む人に分けて音読するなど，パートを分けた音読を工夫して楽しむ。

5 登場人物の気持ちを想像して書き込んだ自分なりの「どうぞのいす」を作り，音読で発表する。
	【関】話の展開や登場人物の気持ちを想像しながら，教師や友達の読み聞かせを聞いている。

【読】絵や教材文から，登場人物が「どうぞのいす」という立て札をどう読んでいるのかを想像しながら，自分なりのお話に作り変え，友達に読み聞かせている。

【言】「誰が」と「どうした」の照応関係を意識して物語を読んでいる。

【言】敬体で書かれた文章を読んでいる。
	(1) Cア
伝国イ(カ)
伝国イ(キ)

(2) Cア

	七月
	いろいろな　こえ
	3時間
話す・聞く
	◆姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意して，意味や気持ちに適した発音で読む。

1 姿勢や口形に注意して，声の速さや大きさ・強弱などを考えながら教材文を音読する。

2 教材文の文型にならって，「あ」以外の文字を使った詩を作り音読する。
	【関】気持ちに合わせた読み方で，音読しようとしている。

【話】目的や状況に応じて，声の大きさや強さ・音質などを工夫しながら音読している。

【言】音節の高低・音質によって，表す意味に違いがあることに気づいている。
	(1) Aウ
伝国イ(イ)



	
	しっぽ　しっぽ
	8時間
読む
	◆動物のしっぽの種類やそのはたらきに興味をもち，内容の大体を理解する。

1 しっぽについて知っていることを話し合う。

2 問いと答えの文や，たとえの文，役目の文など，教材文のはたらきをつかむ。

3 三点の写真を見て， どんな動物が，しっぽでどんなことをしているところか，気づいたことを発表し合う。

4 写真の動物について教材にならった文を作り，発表する。
	【関】動物のしっぽのはたらきに興味をもち，他の動物のしっぽのはたらきについても進んで調べようとしている。

【読】動物のしっぽの種類やそのはたらきなどについて気づきながら，内容の大体を読んでいる。

【言】「なには」と「なんだ」の照応関係を意識して文章を読んでいる。

【言】敬体で書かれた文章を読んでいる。
	(1) Cイ
伝国イ(カ)
伝国イ(キ)

(2) Cウ

	
	は　へ　を
	2時間
伝国
	◆助詞「は」「へ」「を」を，正しく読み，文の中で適切に使う。

1 「はへを」と「わえお」の使い分けを，教材の文例で確かめる。

2 「はへを」が入った文を作り，発表し合う。
	【関】「はへを」の使い方に気をつけながら，進んで文を作ろうとしている。

【言】「はへを」を正しく読んだり，文の中で適切に書いたりしている。
	(1) 伝国イ(エ)



	
	えにっきを　かこう
	10時間
書く
	◆したことや見たことで心に残ったことを，事柄の順序に沿ってまとめ，絵日記を書く。

1 小学校に入学してからの生活を振り返り，書くことを決め，その場面を絵にかく。

2 「したこと」「おもしろかったこと」「おもったこと」をカードにメモする。

3 メモしたカードをもとに，絵日記をまとめる。

4 夏休みの予定などを考えながら，夏休みに書く絵日記の見通しをもつ。
	【関】自分が経験して心に残ったことをより多く想起し，わかりやすく伝える方法を考えようとしている。

【書】経験したことや観察したことを詳しく思い出して，順序よく文章を書いている。

【言】言葉で表すことによって，出来事や思ったことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bイ
伝国イ(ア)

(2) Bイ

	九月
	きもち
	2時間
読む
	◆声に出して読むことを楽しみながら，気持ちを想像して読み方を工夫する。

1 詩を声に出して読んで，自分の気持ちはどんなだったかを擬態語にして発表し合う。

2 「いろいろな　こえ」での学習を生かしながら，さまざまに工夫して音読する。
	【関】「いろいろな　こえ」での学習を生かして，音読しようとしている。

【読】内容に合わせて音読を工夫している。

【言】言葉には，事物の様子や状態を表すはたらきがあることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア

	
	おおきな　かぶ
	10時間
読む
	◆登場人物が出てくる順序を考えて，「誰が」「どうして」「どうなった」を読む。

1 読んでおもしろかったことを話し合う。

2 イラストも活用しながら，人や動物がどんな順で出てきたか確かめる。

3 誰がどこを読むかを決めて，読み方を工夫して音読する。

4 音読を交流し，感想を伝え合う。
	【関】「いろいろな　こえ」「きもち」での学習を音読に生かそうとしている。

【読】登場人物が出てくる順序をしっかり理解して，自分が読む箇所を工夫して音読している。

【言】「誰が」と「どうした」の照応関係を意識して物語を読んでいる。
	(1) Cイ
伝国イ(カ)

(2) Cイ



	
	かんじの　はじまり
	4時間
伝国
	◆象形文字・指事文字の成り立ちや意味を知り，読んだり書いたりする。

1 象形文字「日」「火」の成り立ち，書き方や読み方を知る。

2 「山」「川」「田」の成り立ちと，書き方や読み方を知る。

3 指事文字「上」「下」の成り立ちや書き方・読み方を知る。
	【関】漢字の成り立ちや意味に興味をもち，何度も書いたり読んだりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，七文字の漢字を書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	きのう　こんな　ことが　あったよ
	5時間
話す・聞く
	◆経験した出来事の中から友達に伝えたいことを選び，丁寧な言葉遣いで相手にわかるように順序立てて話したり，話の内容をとらえながら聞いたりする。

1 二人一組になって，昨日のことを話す。

2 教科書18～21ページと，本教材文のやりとりの言葉遣いの違いについて話し合う。

3 前の日に家に帰ってからしたことのうち，一つを選んでグループで話をし，質問に答える。
	【関】丁寧な言葉遣いで，自分が経験したことを楽しんで話そうとしている。

【話】話す事柄を順序立て，丁寧な言葉遣いで話したり，内容を詳しく理解するための質問をしたりしている。

【言】言葉で表すことによって，出来事や思ったことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	としょかんへ　いこう
	2時間
書く
	◆図書館で発見したことを題材に文章を書く。

1 絵も参考にしながら，学校図書館はどんなところか，考えたことを発表し合う。

2 学校図書館に行き，考えていたとおりだったこと，違っていたこと，気がついたことを短い文章にまとめる。
	【関】学校図書館の設備やきまりについて，興味をもって，見たり質問したりしている。

【書】図書館で発見したことを題材にして，文章を書いている。

【言】さまざまな本に書かれた言葉を読むことによって，言葉のもつ伝達の機能に気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	十月
	かたかな
	3時間
伝国
	◆片仮名を正しく使って，簡単な文や文章を書く。

1 教科書の絵から，片仮名で書く言葉を探して発表し合う。

2 探した言葉を片仮名で書く。

3 片仮名で書く言葉を使った短い文を書いて発表し合う。
	【関】教科書以外にも片仮名を使う場面を想起し，積極的に発言している。

【言】教科書の絵をもとにして，片仮名を使った簡単な文や文章を書いている。

【言】片仮名の長音，拗音，促音，撥音を正しく表記している。
	(1) 伝国ウ(ア)
伝国イ(エ)



	
	いぬの　きもち
	8時間
書く
	◆二匹の犬の気持ちや行動について，一枚の絵から想像したことをもとに，簡単なお話を書く。

1 教材文を読み，二匹の犬が何をしているか，絵のどこを見てそう思ったかについて話し合う。

2 二匹の犬について，絵の場面の前後の様子を想像する。

3 書き出しの文例を示し，それをもとにして短い物語を作り交流する。
	【関】絵から書くための材料を探そうとしている。

【書】絵に描かれている情報を読み取り，楽しんで想像したことを文章に書いている。

【言】言葉で表すことによって，想像したことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)

(2) Bア



	
	かぞえうた
	4時間
伝国
	◆漢数字を正しく読み書きし，日付の読み方や助数詞の使い分けを理解する。

1 漢数字の音読みと訓読みが入った数え歌を調子よく音読する。

2 日付の読み方を知り，漢字で書く。

3 ものによって数え方が変わることに気づき，身近なものの数え方を確かめる。
	【関】教材の絵をもとにして，他の事物の数え方を知ろうとしている。

【言】日付の読み方や数詞を知り，数えるものに合わせて使い分けている。

【言】漢字の複数の読み方を正しく読み，漢字を書いている。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国ウ(イ)



	
	あいして　いるから
	8時間
読む
	◆モールくんの行動や会話，その他の登場人物の会話などから，モールくんの気持ちを想像しながら読む。

1 全文を読んで，心に残ったところを発表し合う。

2 「だって，あいしているんだもん。」と考えたときのモールくんの気持ちを想像して発表する。

3 小鳥が自由に飛んでいるのを見て，モールくんが「あたたかいきもち」になったのはなぜか，考えたことを交流する。
	【関】小鳥を手放したくないモールくんの気持ちを想像しながら読もうとしている。

【読】ママやパパやおじいちゃんの言葉を聞いたモールくんの揺れ動く気持ちを想像して，考えたことを発表している。

【言】文末の表現に注意して文章を読んでいる。
	(1) Cウ
伝国イ(キ)

(2) Cア



	
	いっしゅうかん
	4時間
伝国
	◆曜日の言い方を理解し，正しい漢字で読んだり書いたりする。

1 曜日の漢字が出てくる教材文をリズムよく音読する。

2 曜日の漢字は，二つ以上の読み方があることを確かめる。

3 自分の曜日歌を作り，発表し合う。
	【関】言葉のリズムを感じながら，教材文を楽しく読もうとしている。

【言】曜日を示す言葉があることに気づいている。

【言】漢字の複数の読み方を正しく読み，文などの中で漢字を使って表している。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国ウ(イ)



	十一月
	みの　まわりの　いきもの
	11時間
書く
	◆身のまわりの生き物をよく見て，簡単に説明する文章を書き，「みのまわりのいきものずかん」を作る。

1 身のまわりの生き物について経験したことを発表し合う。

2 生き物の様子がよくわかるために必要なことについて，教科書を参考に考え合い，「みのまわりのいきものずかん」を作るというめあてを確認する。

3 生き物を観察して文章にまとめ，友達と読み合う。

4 気づいた間違いなどを正し，書き直す。

5 書いた文章を持ち寄り，生き物図鑑にまとめる。
	【関】書きたい生き物を進んで探し，色や形など，さまざまな視点で観察しようとしている。

【書】書きたい事柄について，文のつながりを考えて文章を書いている。

【書】友達と一緒に読み返して，漢字や仮名の間違いや，句読点の誤りに気づき直している。

【言】言葉で表すことによって，観察した事物の内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bウ
Bエ
伝国イ(ア)

(2) Bウ



	
	なかまの　ことば①
	3時間
伝国
	◆仲間の言葉を集めて，相互に関係ある語句としてまとまりを構成していることを理解する。

1 教材文の五つの言葉の仲間に入る言葉を考えて発表し合う。

2 漢字の画数や筆順を確かめ，十六字の漢字を読んだり書いたりする。
	【関】身近な生活から仲間の言葉を集めている。

【言】色や天気など，相互に関係のある語句として一つのまとまりを構成していることに気づいている。

【言】片仮名で書く言葉を，片仮名で正しく書いている。

【言】読み方と使い方に注意して，十六字の漢字を書いている。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国ウ(ア)
伝国ウ(イ)



	
	ぼうしの　はたらき
	8時間
読む
	◆いろいろなぼうしのはたらき，色，形について違いを読み取り，自分が選んだぼうしについて書いた文章を発表し合う。

1 教材文を読み，わかったことや気づいたことを話し合う。

2 教材文にある三つのぼうしの，使うとき，はたらきや色，形についてまとめ，違いを話し合う。

3 教材文の文型をまねて，他のぼうしに関する文章を書き，交流する。
	【関】実物のぼうしなどと教材文の内容を照らし合わせながら，読もうとしている。

【読】教材文の内容を読み取り，その文型にならって，ぼうしについて調べたり考えたりしたことをまとめた文章を書いている。

【言】言葉で表すことによって，調べたり考えたりしたことの内容を伝えることができることに気づいている。

【言】敬体の文章を書いている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)
伝国イ(キ)

(2) Cウ



	
	えを　かいて　みると？
	8時間
書く
	◆動物を説明するわかりやすい文を相談して書く。

1 「えとことばのどうぶつえん」を作るために，カードに好きな動物の絵をかいて黒板に貼り，それらが「どうぶつ」という言葉でまとめられることを確かめる。

2 友達がかいた絵に，説明する文を書き，相談しながら書き直す。

3 絵カードに文を添えてできた動物園について感想を交流する。
	【関】友達の描いた絵に，どんな動物か説明する文を書こうとしている。

【書】動物を説明するわかりやすい文を,協力して書いている。

【言】動物を表す言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ウ)



	十二月
	ピンと　きた！
	2時間
読む
	◆詩を読んでかえるの気持ちの高まりをつかみ，工夫して音読する。

1 教材の詩を音読し，感想を交流し合う。

2 三つの連での気持ちの変化を叙述をもとに読み取る。

3 喜びの予兆が次第に高まっていく様子を，どう声に表すか音読を工夫し合う。
	【関】気持ちの高まりをつかんで音読しようとしている。

【読】擬音語・擬態語や，詩のもつリズムを味わい，工夫して音読している。

【言】言葉には，事物の様子や状態を表すはたらきがあることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	なかまの　ことば②
	3時間
伝国
	◆生活の中で使われる言葉について，関連のある言葉を集める。

1 教材文の二つの言葉の仲間に入る言葉を考えて発表し合う。

2 漢字の画数や筆順を確かめ，十四字の漢字を書く。
	【関】身近な生活で使われている語句を,分類・整理しようとしている。

【言】学校や遊びなど，相互に関係のある語句として一つのまとまりを構成していることに気づいている。

【言】片仮名で書く言葉を集め，正しく書いている。

【言】読み方と使い方に注意して，十四字の漢字を書いている。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国ウ(ア)
伝国ウ(イ)



	
	わたしの　よんだ本
	10時間
書く
	◆自分がこれまでに読んだ本の中から友達に紹介する本を決め，読書カードに書き留める。

1 学校図書館に行き，これまでに読んで楽しかった本や，新しく読んで友達にすすめたい本を探す。

2 友達にすすめる本を決め，教科書の例を参考にして，読書カードを作る。

3 読書カードを読み合い，読んでみたくなった本を発表する。
	【関】これまでの読書の経験を振り返り，友達に紹介しようとしている。

【書】友達にすすめるのにふさわしい本かどうかを確かめるために読み直したり，間違いのないように題名や作者名を書いて，読書カードを作ったりしている。

【言】言葉のもつ記録や伝達の機能に気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)

(2) Bエ

	
	ねえ，どっち？
	4時間
話す・聞く
	◆課題について自分の好きな方をどちらか選んで，自分なりの理由をつけてわかりやすく発表し，話し合う。

1 昼休みにはドッジボールをしたいか長縄跳びをしたいか，どちらかを選んでその理由と一に発表し，話し合う。

2 空が飛べるほうきと体を見えなくするマントのどちらを選ぶか発表する。

3 わかりやすい発表のためにはどんなことが必要か振り返る。

4 いろいろな課題について，自分のとる立場とその理由を発表し，話し合う。


	【関】自分なりの理由を考えてわかりやすく話そうとしている。

【話】選んだ理由をわかりやすく話し，反対意見も最後まで聞いて答えている。

【言】言葉で表すことによって，考えたことや思ったことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Aア
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	いなばの　白ウサギ
	6時間
読む
	◆昔話や神話を，大事な言葉や文を書き抜いて，思ったことや考えたことを書き添えながら，登場人物の行動を中心に想像を広げて読む。

1 昔話を読んでおもしろいと思ったところを発表し合う。

2 登場人物がそれぞれどんなことをしたか，主人公のウサギとの関係でまとめる。

3 登場人物を選んで，聞いてみたいことを書いて発表し合い，それに答えを考えて交流する。

4 昔話を選んで，友達と紹介し合う。
	【関】昔話や神話を読んだり，聞いたりして親しもうとしている。

【読】白ウサギの考えや気持ちを，叙述をもとに想像して発表している。

【読】サメや一人目の神様，二人目の神様など，登場した人物がそれぞれ何をしたかまとめている。

【言】日本の神話を読み，考えたことを交流している。
	(1) Cウ
Cエ
伝国ア(ア)

(2) Cオ



	一月
	きょだいな　きょだいな
	18時間
書く
	◆リズムに乗せて，想像したことを文章に書く。

1 「きょだいなきょだいな」をリズムに気をつけて音読し，びっくりしたところやおもしろかったところを発表し合う。

2 教材文にならって，自由に想像して自分の「きょだいなきょだいな」を作る。

3 作品を読み合い，感想を交流する。
	【関】教材文のリズムを感じながら，楽しく音読し，自分なりの作品を書こうとしている。

【書】書いた作品を友達と読み合い，よいところを見つけて感想を伝え合っている。

【言】言葉で表すことによって，想像したことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bオ
伝国イ(ア)

(2) Bア



	
	なかまの　ことば③
	3時間
伝国
	◆反対や組の関係になる語句を探し，言葉には反対や組などの意味のまとまりがあることを理解する。

1 反対の意味をもつ言葉や組になる言葉を集めて発表し合う。

2 漢字の画数や筆順を確かめ，十六字の漢字を書く。
	【関】反対の意味をもつ語句や組になる語句を探し,分類・整理しようとしている。

【言】さまざまな関係にある語句が一つのまとまりを構成していることに気づいている。

【言】読み方と使い方に注意して，十六字の漢字を書いている。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国ウ(イ)

	
	なにが　できるかな
	8時間
読む
	◆文章の中の大事な言葉や文を書き抜きながら，順序に気をつけて読む。

1 絵を見ながら全文を読んで，いちばん不思議だと思ったものを発表し合う。

2 それぞれの物がどんな物からできていたか，ノートに書き抜き,できあがるまでの順序をまとめる。

3 自分の好きな物がどのように作られているか説明されている本を探して読み，材料と作り方を発表する。
	【関】自分の好きな物が，できあがる過程を説明している本を進んで探している。

【読】物ができるまでの順序をとらえて，文章の中の大事な言葉を書き抜き，感想を友達と話している。

【言】文末の表現に注意して文章を読んでいる。
	(1) Cイ
Cエ
伝国イ(キ)

(2) Cエ

	二月
	クイズで　おしえます
	10時間
話す・聞く
	◆大事なことを落とさないようにしながら，友達の話やクイズを，興味をもって聞く。

1 グループに分かれ，何が好きかをクイズに出し，質問を出し合いながら，答えを考える。

2 上手な質問をしていた友達や，話をよく聞いていた友達について振り返り，感想を交流し合う。
	【関】友達の話やクイズを興味をもって聞こうとしている。

【話】話題に沿った質問をしたり，応答をしたりしながら，互いの話を集中して聞いている。

【言】言葉で表すことによって，知らせたいことや事物の特徴を伝えることができることに気づいている。
	(1) Aエ
Aオ
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	かたちが　にて　いる　かん字
	3時間
伝国
	◆形が似ている漢字の違いを知り，正しく読んだり書いたりする。

1 77ページに示された漢字を使って，76ページと同様のゲームを作る。

2 作ったゲームを友達と解き合って楽しむ。
	【関】似ている漢字があることに気づき，漢字を見分けるゲームを作ろうとしている。

【言】片仮名を正しく書いている。

【言】十一字の漢字など，形が似ている漢字を書き分けている。
	(1) 伝国ウ(ア)
伝国ウ(イ)



	
	いしっころ
	2時間
読む
	◆詩を読んで感じたことや発見したことをまとめ，発表し合う。

1 詩「いしっころ」を，声に出して読み，おもしろいと感じたことを発表する。

2 自分が石について思っていたこと，詩を読んで感じたことをノートに書き，二人一組になって伝え合う。
	【関】詩の言葉から自分の生活経験と結びつけて，想像しようとしている。

【読】詩を読んで感じたことや発見したことについてまとめている。

【言】言葉で表すことによって，感じたことや思ったことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	夕日の　しずく
	10時間
読む
	◆場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読む。

1 全文を読んで感じたことや気がついたことをノートに書き，交流し合う。

2 「あり」と「きりん」が初めて見たものの様子を叙述をもとに想像して発表し合う。

3 最後の場面で「あり」と「きりん」はどんな気持ちで笑っているのか，考えたことを話し合う。
	【関】「あり」や「きりん」になって様子を想像しようとしている。

【読】ありときりんが出会って，それぞれどんなことに気づいたか，人物の行動や場面の様子から考えている。

【言】言葉で表すことによって，想像したことや考えたことの内容を伝えることができることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

	三月
	できるように　なった　こと
	16時間
書く
	◆小学生になってできるようになったことを，順序に気をつけて書く。

1 小学生になってできるようになったことをメモして，グループで交流する。

2 メモの中から，いちばん家の人に伝えたいことを一つ選んで，詳しく思い出す。

3 できなかったことができるようになるまでを順序に気をつけて書く。

4 書いた文章を丁寧に読み直し，間違いなどを直したものを発表し合う。

5 家の人に読んでもらい，家の人の感想を聞いて学級で発表し合う。
	【関】入学してからの学校生活を振り返って，できるようになったことを見つけている。

【書】一年間の学校生活を想起し，できなかった自分の姿がどのように変わったかが伝わる文章を書いている。

【書】書いた文章を読み直して，句読点やかぎの使い方，表記などを確かめている。

【言】言葉で表すことによって，経験したことや考えたことの内容を伝えることができることに気づいている。

【言】主語と述語の対応に注意して文章を書いている。
	(1) Bイ
Bエ
伝国イ(ア)
伝国イ(カ)

(2) Bイ




評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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